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自 閉 症 児 の 継 時 弁 別 学 習 に お け る 刺 激 性 制 御 の 転 移

　 　 　 　 　 　 　 　 一・一　 ク ロ ス モ ダ ル 転 移 事 態 に お け る時 間 遅 延条 件 の 比 較 　一一一

　　　　　　　　　　　　　　 加 藤 哲 文 ・小林 重 雄 く筑 波 　 大 学 ）

〔問 題 と 目的 〕

臼 閉 症 児 を 始 め と す る 近 縁 の 発 達 障 害 児 に 対 し て 基 礎

的言 語 訓 練 を 行 う場 合、多 くの 応 用 行 動 分 折 学 派 の プ

ロ グ ラ ム で は 視 覚 及 び 聴 覚 モ ダ リ テ ィ で の 弁 別 訓 練 を

用 い て い る （例 え ば 、Lovaas，197T）。彼 ら の 弁 別 行

動の パ フ ォ
ー

マ ン ス は 視覚 モ ダ リ テ ィ に 比 べ て 聴 覚 の

そ れ は 艮好 で は な く、こ の 場 合 の 訓 練 方 略 と し て 視 覚

→ 聴 覚 へ と 展 開 す る 方 法 論 が 提 案 さ れ て き た。し か し、

こ の よ う な クロ ス モ ダ ル 転 移 を ね ら っ た プ ロ グ ラ ム は

しは
’
し ば、失 敗 す る こ と が 多 く （Koegel ＆ Rincover，

1976 ）、刺 激 の 過 剰 選 択 性 や ク ロ ス モ ダ ル 障 害 の 存 在

を 支 持 し て い る。従 来 の 転 移 を 促 進 す る 技 法 は 「刺 激

フ ェ
ーデ ィ ン グ 法 」 で あ り、こ の 技 法 そ の もの が 転 移

を 妨害 す る 可 能 性 が 示 唆 さ れ て き て い る （加 藤 ・小 林、

1987b ）。そ こ で 本 研 究 で は刺 激 フ ー
一

テ ィ ン グ 法 に

代わ る 技法 と し て　「時問遅 延法」　を 提累 し、　遅 延 条 件

を変 数 と し た 実 験 を 行 い、適 切な 遅 延手続 き を 同 定 す

る こ と を 目 的 と す る e

〔方 法 ）

  被 験 児

3 名 の 自閉 症 児 が 　実 験 に 参 加 し た。各 被 験 児 の フ
’
n

フ ィ ル は Table 隻 に 示 す 。

  実 験 装 置

ブ ース 内 に 継時弁別訓 練用 の 反応 バ ネ ル ．強化刺激 （

菓子 ） 提示装 置、条件性強化提示 （扣 扣 ア ザ ー、臼 色

光 ） 装 置 を 含 ん だ イ ン タ フ ェ イ ス が 設 置 され た e 実 験

車r）激 ζま視 覚 頭1∫激 （ま又ライト
＾
フ
：’
Uン
”
1 クク

ー、　聴 覚 耒殖激 しまオ
ー
フ
’．
ン

lJ−ILテー7“i
一
ッキに よ り 提 示。実 験 鵜 激 の 擺 示 及 ひ 強 化 刺 激

提 示 X）ジ ュ
ーA、反応頻度 ・反 応間時 間 の 測定 は 全 て PC−9

801Sl”Jl ン、ユニテック1／Dユニッ トに よ り 自動 制 御 さ れ た。

  実 験 刺 激 ：　 視 覚 刺 激 ： 幾 何 学図形 （円、正 三 角 形 ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 青 地 に 白 色 の ラ

　 Table 【 被 験 児 の ブ ロ フ ィ ル 　 　 　 イ ン ）

Case 　SEX 　　CA　　鬥A　　Speech　しeveI

啓3　　鬥　 8：G7　4：06　　描ute

菩5　　M　　7：C2　5：｝0　　 3　words

輿7　　 卜呈　 6 ；09 　4 ：06 　　 echolalia

MA　　　by 　OOLIAKI　Performance 　Tes 七

聴覚刺激 ；純音

（IGOO“z ，　70dB ；

2000H2，　67dB）

  実 験 ヂ ザ イ ン

2 条件 か らな る

時 間 遅 延 手 続 き

（CN 条件 ： 遅

延 時 間 が 一定 ；

GR 条 件 ； 遅 延 時 問 を 徐 々 に 増 加 し て い く ） を用 い

て 、視 覚→聴 覚 の 転 移 を 目 的 と し た弁 別 訓 練 を行 う。

こ の 時、両 条 件 に お け る転 移 効 率 （反 応 潜 時 お よび

ブ ロ
ー

ブ で の 反 応 率 ） を CN 条 件 を 先 行 さ ぜ た被 験

児 問 多 重 ベ ー
ス ラ イ ン 法 で 比 較 ず る。

  手続 き

Adil ．lltll
Tab．le　 2 に 示 し た 実 験 刺 激 へ の 先 行経 験 を等 質 に す る

た め に （S ’
： 円 、正 三 角形 ； S −

：白色 地 ）及び （

S ∵ 1000H2 ， 2000iiz；S ‘
： 白色 雑 音 ）の 弁 別 訓 練を

行 な う （S 〒
へ の 反 応 は CRF 、　 S

一
へ の 反 応 は EXT ，た だ し、

反 応 が 出 現 す る 毎 に S ’
の 提 示 時 間 が 延 長 さ れ る ）。弁

別 行 動 の 形 成 基 準 は 「機 会 当 りの 反 応 出 現 率 」 が 全

S つ エ イズ の 9侃 以 上、か つ 全 S つ 1 イズ の 5X以 下 で あ る。

b 　 ・訓 　 （視 覚 刺 激 の 刺 激 性 制 御 の 形 成 ）

Table　 2 に 示 し た 炒 ジ ュ 引 に 従 っ て 弁 別 訓 練 を 行 う。

S ’
へ の 反応 は CRFか ら 順次Vl5曽

．
〔
・
強 化、　 S 一

へ の 反応

は 予 備 訓 練 と 同 様 で あ る。な お 1k ッションは S ＋
及び S

一

か 各 40 九 イズ で あ り 形 成 基 準 は 予 備 訓 練 と 同様。

c 　 一ね 日
示 セ ッ ソ ヨ ン

本訓 練終 了 後、視 覚 刺激 と 聴 寛 刺 激 を 重 ね 堤 示 した セ

ッ シ ョ ン を lt ’ッ ション行 う。強 化 スケジ ュ
ー
堀 ま本 訓 練 と 同 様

で あ る が 、＄
一
へ の 反 応 出 現 時 の 延 長 手 続 き は 除外 す る。

d　 礁 誇
一
IJiE

セ ッ シ ョ ン

2 種 類 の 遅 延条 件 を 用 い た tッシ3 ンを Ta餌 e　 3の スケジ ュ
ーILに

従 っ て 行 う。CN 条 件 で は 聴 覚 刺 激 の 提 示 後 4 秒 後 に

視 覚 刺 激 （刺 激 性 制 御 が 形 成 さ れ て い る ） が 重 ね 提 示

さ れ る。＄
窄

へ の 反 応 は 〔：RF、＄
』

へ は EXTで あ る 。
　 GR

条 件て は 視 寛 刺 激 の 提示 時 間 は 聴 覚 刺 激 と の 同 時 提示

か ら1｝．5秒 ず つ 週 延 さ れ 最 終 的 1こは 4 秒 の 遅 延 と な る。

各 遅延条 件 で の 1tッションか 終了 し た ら ブ ロ
ー

フ を 行い 次

Table　 2　 各 被験 児 の 実 験 刺 激 の 組 台 せ

CA〜E 視覚 刺 激 聴 覚 刺 激

＃3　 ÷；円 　 　
一
：三 角　 ÷：1000Hz　

−
：2000Hz

鱈5　　　＋：三 角　　　
一
：円　　　　　÷：！000H2 　　−：2000Hz

憐7　　 ＋：円 　　　　・・：三 角　　　＋ ：2000Hz　　−：100QH2
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の セッショ ンへ と 進 む、，　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 I

UtT 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 三
T

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 fi

聴 覚 刺 激 へ の 刺 激 性 制 御 の 転 移 が ど の 条 件 の 適 用 後 に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5r

起 こ っ た か を 測 定 す る た め に 、各 条 件 の 導 人 前後 に ブ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 司

ロ ー
プ
』
セ ッ シ ョ ン を 行 う。こ れ は 本訓練 の 中 に 、プ ロ

ーフ
．
刺 激 （聴 覚 刺 激 は 純 音・視 覚 刺 激 は 提 示 し な い ）

を ラ ン y ム に 20九 イズ 挿 入 ず る も の で 、ブ ロ ー
ブ 刺激

提 示 時 の 反応 は EXTで あ る。

Table 　 3 遅 延条件 の ス ケ ジ ュ
ー

ル

実 験 条 件

　 　 　 　 　 　 　 　 1
一

u 　 　 　 　 −一」
一

　　　　　厂「
」

　 　 ’　 リ　 キ ヨの1

性亘串 1
「　．，　ト．　．　II　F．　．　’，　1．　．　．瞑　■．　．　L唱　」．　．　■■　．．　．　．■　．1　．　II　　　　　　　lF．LL亅I

Fig ．2 ＃5　 CR条 件

〔
’
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一
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菩

鉾

　　一　 　 　 　 　 　 iT
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

−
5

P→ GR−−yP 　　　　　（P：フ
ワ
目
一
フ
『幽
）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

P→ CN → P→ GR → P
　　　　　　　　　　　　 ．L
P→ （：N → P→ CN→ P→ GR ．・．，P
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

CN 　
一

定 遅 延条 件、　 GR ： 漸 次 遅 延 条 件

　 君　　　 ・　　　 噛　 ‘

甲 ［∵

＝

ー
厂
7

　

　

0

　m；＝買r

s

o

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

〔結 果 と 考 察 〕　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．．…「”「．．．’」L．」’ト．

ξ吉果 は、ブ ロ ープ セ ッ シ ョ ン に お け る ．：プ ロ
ー

フ
「
刺 激

（聴覚刺激） へ の 反応率 、及 び 各 時 閙 濯延 セ ッ シ ョ ン

に お け る フ ェ イ ズ 毎 の 初 発 反 応 時 間 （反 応 潜 時 ） に よ

っ

．
て 処 理 し た。

  ブ ロ ーア 刺激 へ の 反応率

臼 ＆，L は 各 ブ ロ
ー

フ セ ッ シ ョ ン に お け る フ m イ ズ 毎 （

ltvV ．1 ンに つ き S ＋、　 S ’
は そ れ ぞ れ 10）i イズ ） の 反 応 率 を

不 して い る 。

　 　 　 　 　 　 GR

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ポ
・・ 憧 ：研 華 　

・
．．

一

　　　　　　　　　 じ
　　　　　　　

叫叫 叫 琳 皿
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＃ls
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工
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∫

　　　　　　　、鼠」
　 Fi　t9．1 ブ ローア

’
刺 激 へ の 反 応 率 　　 　　　 　　 　　 　

2

縦 袖 は 反 応 率 、横 軸 は フェ イズ 数 で あ る。 GR は こ こ で 　
1

GR 条件 を 導入 し た こ と を 示 す 。岱5は GR 導入後 プ ロ 　
e

一
ブ 刺 激 の 弁 別 行 動 が 形 成 さ れ た が 、＃7は CN と GR

い ず れ の 条件 を 導人 して も 反応率 は ゼ Bで あ っ た。ま た

＃3は CN 導入後 は 弁別行動 が 形成 さ れ ず GR 導 入 後に

形 成 き れ た。

  時 問 遅 延 セ ッ シ ョ ン に お け る 転移 バ タ ン

flg・2〜4 は 時 間 遅 延 セヅ ションで の 各 フ・ イズ の 初 発 反応 時 聞

　　 を 不 し・て い る 。縦軸 は 時 間 （秒 ）

　　横 軸 は 九 イズ 数 （10フェ イズ を 1フ
’
u

　　 ッ ク） で あ る。 ま た 図 中 の 階 段 状

　　 の 線 ま た は 横 線 は 、そ の 下部 の

　　 ド ッ トが 聴 覚 刺 激 の み の 提示 時．

　　上部 の ド ッ トが 視 覚 刺激 と 聴 覚 刺

　 　 激 の 重 ね 提 示 時 の 初 発 反 応 時 問

　　 を 示 す。Figl2 は 95の GR 条 件

　　 時の 転移バ 9ンを 示 し て い る 。 ＃5

　　 は 第 4DI イズ あ た り か ら聴覚刺激

　 　 の み の 提 示 事 態 で 弁 別 行 動 か 形

　 　 　 　 ：　 成 さ れ、S 一
へ の 反 応

　 　 　 　 　 　 も ほ と ん ど み ら れ な か

　　　　1 ・ た ・　 Mg ・・ は ・・嘶

　　　 ；
」
　移 バ g．ンで あ る が ・運 延

ゆ
j

マ禦 讖 繍
　 　 　 　 占

　　　　　　 視 覚 刺 激 が ｝是示 ざ れ た

　 　 　 　 　 　 後 に 示 さ れ た 。 Fig ．4
L川1」11Fi9

．3　辞7　CN−＋］Res件

6

弖

は醐 の 転 移 バ 9ンで あ る。

2 回 の CN 条 件 導 入 に

　 　　　　t− ．
　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　し　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　 　　　　 　　　

　・i
　　　　　 7 ？ ！　 　 　 　 　 　 　 　 〒

：lll…緲 　 ；
？

　 　 　 　 　 　 　 　 　
ut

　　 【〕　　 　 　
’−

rmT − −u
　 ttt．I　hl ・．1．コ．．・．引噛．・．’．　L．／t．．．．層．．●　 　 　 　 1．．．．．．n ’・．．幽｝．．tL引層．圏畠1．．．．1圏「．・」’L・
　 　 　 　 　 　 　 L陣ti／／　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 1「嚠t／／I

　　　　　　　　Fi9 ，4 　　＃3 　CN−CN−GR条 件

　　　　　　 か か わ ら ず 転移 は み ら れ な か っ た。

　　　　　　 す な わ ち 全 て の 初 発 反応 は 聴 覚 刺

　　　　　　 激 の み の 提 示 時 に み ら れ た が 誤反

　　　　＿「
一

応 も 多 くみ ら れ 弁 別 行動 は 形成さ

　」
」 　 ntr か っ た．しか い GR 鮒 を

月ll 瓢 諺灘鷺 筆繍 1
　 　 　 　　　 　　 　 の
　 篇 、＿．．．．，．．．幽3 名 の 被 験 児 の 内 2 名 に お い て 視　　　　 ltll1／／
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま た こ の

三L −

1鰐嚇

k・1
・
．’

i
」

　覚→聴 覚 へ の 刺激性制御 の 転移 が み ら れ た。

　2 名 は GR 条 件 時 に 転 移 が み ら れ 特 に 替3は 両 条 件 閏 に

　顕 著 な 違 い が み ら れ た。し か し＃7は い ず れ の 条件で も

　 撹 覚 刺 激 が 提 示 さ れ る ま で 反 応 を 差 し控 え て お り こ れ

　 は DRL 肋 ジ コ
ー）；に よ っ て

一一定 時 閥 反 応 を 待 つ こ と を

　形 成 し て い る 可 能性 が あ る 。
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